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巻頭言 
 

 

      「国が求める医療従事者の責務」 

      

             

  公益社団法人 奈良県診療放射線技師会 副会長 小林 勝宏 

 

先日、日本診療放射線技師会の新生涯教育についての講演を聞いていたときに、ふとある歌詞を思い

出した。それは私がまだ幼かったころ、父がよくテレビで観ていた「水戸黄門」という時代劇の主題歌の

中の、「くじけりゃ誰かが先に行く あとから来たのに追い越され 泣くのが嫌ならさぁ歩け」という歌

詞で、当時は何となく聴いていたが、今思うとなんとも厳しい歌詞である。私がなぜその歌詞を思い出し

たかというと、その講演の中での「学ばざる者は淘汰される」という言葉を聞いたからである。具体的に

は、厚生労働省の医療安全推進総合対策に、医療従事者の個人の責務として「医療従事者としての基本的

な倫理観や知識・技能を身に付けるとともに、常に学び続けることが必要である」と明記されていること

から、 “学び続けること” が国の求める医療従事者の責務であり、医療の質や安全を担保するためには

学ばざる者は淘汰される時代が来るというもので、そこから水戸黄門の「泣くのが嫌なら（淘汰されたく

なければ）さぁ歩け（学び続けろ）」を思い出したのである。 

この医療従事者の責務を果たすために、他の医療職能団体はそれぞれに生涯学習支援システムを構築

している。代表的なものに日本看護協会のクリニカルラダーや日本薬剤師会の JPALS などがあるが、日

本診療放射線技師会でも、2003 年度より会員が自主的に学べるように継続教育の規準と目標を明確にし

た生涯学習システムを運用してきた。そして 2022 年度より趨勢の変化に対応させた新しい生涯教育シス

テムを構築し、運用を行っている（詳しくは鹿苑ニュース№290～№292 の新生涯教育システム特集をご

覧いただきたい）。この新生涯教育システムは、クリニカルラダー方式を取り入れたもので、「ラダー

（ladder）＝はしご」の用語が意味するとおり、「現在の自分が診療放射線技師として何を望まれている

のか」「今後どのような学習をしていけばよいのか」という到達目標を段階的に示すもので、会員自らが

到達目標を把握し日常診療における習熟度レベルを可視化できる新しい生涯教育システムである。クリ

ニカルラダーのもう一つの役割は個人が持つ知識と技術を適切に評価する指標となることである。これ

は地域や職場などの環境背景に関わらずすべての診療放射線技師に共通する評価指標である。クリニカ

ルラダーの活用は他の医療職能団体がそうであるように、継続教育による安全で良質な医療を担保する

とともに、個人が持つ能力を適切に評価し相応の役職や処遇へ活用されるような、診療放射線技師の全

国共通の能力評価指標、まさに「学ばざるものを淘汰する」指標となるかも知れない。 

会員の皆様にはぜひこの新生涯教育システムをご活用いただき、これからも社会に求められる医療従

事者であり続けていただきたい。 
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会  告 

2024 年 ３月 ４日 

公益社団法人奈良県放射線技師会 

会 長 髙谷 英明 

 

 

公益社団法人 奈良県診療放射線技師会 

第１1 回（通期第７2 回）通常総会開催について 

 

本会、定款第 4 章、第 19 条の規定に基づき、第１1 回（通期第７2 回）通常総会を 

下記の通り開催いたします。 

記 

日   時 ： 2024 年 5 月 25 日（土）午後 2 時 00 分より 

場   所 ： 奈良県社会福祉総合センター 5 階 研修室 C（昨年と部屋が違います） 

近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅下車東へ徒歩 1 分 

橿原市大久保町 320 番地の 11 ☎ 0744-29-0111 

議   事 ： 第 1 号議案 2023 年度事業報告、収支決算報告、監査報告について 

         第 2 号議案 2024 年度事業計画（案）、収支予算（案）について 

         第 3 号議案 その他 

         第 4 号議案  役員改正について 

 

            

      ※駐車場が狭いため、公共の交通機関でお越しください。 

 

 

以上、会告する。 

 

 

特別講演会 15：30 ～ 16：30 

   「職能団体の政治利用」 

        兵庫県放射線技師会 副会長  半蔀 英敏 先生  

 

 

 

   第 11 回(通期 7２回)通常総会 開催案内 
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イベント開催案内 
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イベント開催案内 
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北・西地区懇話会 参加記 

 

奈良県総合医療センター 放射線部 

飯塚 祐一郎 

 

皆様初めまして。昨年 10 月より奈良県総合医療センターに採用されました飯塚と申します。 

 この度 2 月 7 日に開催されました「2023 年度 北･西地区懇話会」に参加させていただきました。

平日の夜でしたが多数の方が参加され、皆様が非常に活発に意見を出し合って議論がされており大変

勉強になりました。 

今回は安全管理委員会との共同企画として「腎機能が低下している患者に造影剤を投与してしまっ

た事例」について、フィッシュボーンチャートを用いて要因分析を行いました。これは結果がどのよ

うな要因(環境、人、材料など)によって起こったのかを要因別に分析する手法です。 

「造影剤の投与」の起こった要因としては、まず人の要因として技師の経験や造影剤と腎機能への

認識不足、看護師の多忙による医師への連絡忘れ、環境によるものとしては多忙による精神的な圧迫

感、看護師とのコミュニケーション不足、材料（機械）的な要因としては電子カルテでオーダーを出

す際に注意喚起のメッセージが出ない、RIS でも警告が出ない等が原因として挙げられていました。 

当センターでは、造影剤注入の介助につく技師が前日までにあらかじめチェックをして RIS にコ

メントを残したり、検査当日には検査担当技師が問診票を確認し，腎機能やその他の副作用歴等をチ

ェックしたうえで看護師等と連携して造影検査に臨んでいます。しかし、後に緊急患者が控えている

等多忙であったり、担当技師がモダリティに不慣れな時期等では同様の事故が起こる可能性があると

思います。他の技師や造影検査の介助者としっかりとコミュニケーションを取りながら検査と進めて

いくことが重要だと感じました。私自身、現在は他のモダリティに従事することも多く、久しぶりに

入る時には気をつけていますが同様の事故を起こさないよう、何かできることはないか改めて考えな

ければいけないと感じました。 

最後になりますが、懇話会を企画していただいた技師会の皆様に心よりお礼申しあげます。またこ

のような機会がございましたら積極的に参加させていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。  
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県民公開講座「認知症」 参加記 

 

大和高田市立病院 

渡邊 隆斗 

  

令和 6 年 1 月 20 日、橿原市商工経済会館で開催さ

れた、県民公開講座「認知症」に参加させていただき

ましたので、報告させていただきます。 

今回のテーマは「認知症」でした。私の中で、認知

症はとても身近なものに感じており、後期高齢者が

年々増えている現代にそぐう、大変関心の高いテーマ

でした。会場には奈良県民である高齢者の方々が多数

参加されており、改めて県民の方々にとって、この認

知症というのは身近であり、興味の惹くテーマである

んだと強く感じました。実際の臨床現場においても、

認知症の患者様はとても増えてきていると感じていま

す。 

私は診療放射線技師であるため、認知症である患者

の画像を撮影・撮像することしか直接関わっておりま

せん。そのため臨床現場では関わることのない、医師

や看護師の先生方の講演はとても新鮮であり、自分に

はない観点や認知症に対する捉え方をされており、大

変勉強にもなりました。今回の県民公開講座に参加し

てみて、認知症に関する知識、捉え方、接し方、治療

法等、多くのことを学ぶことができました。この認知

症というワードから目をそらし、見て見ぬふりをして

しまう方はおられると思います。しかし、その患者や

その家族は、大きな苦労や困難を抱えていると思いま

す。そのような悩みを抱いている方に、私たち医療従

事者はチームプレーで向き合っていく必要があると感

じました。 

最後になりましたが、県民公開講座に講演していた

だいた先生方にこの場を借りて感謝いたします。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

イベント参加記 
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新年情報交換会に参加して 

 

JCHO 星ヶ丘医療センター 

辻村 恭平 

 

新年あけましておめでとうございます。 

例年、行われていた「新年情報交換会」でしたが、新型コロナ感染症の影響で見送る状況がここ数

年続いておりました。しかし新型コロナ感染症が 5 類へと移行し世情も落ち着いてきた感がある中、

「新年情報交換会」を開催すると決まり、今回参加させていただきました。さて、久しぶりの集いと

いうことで、会員および賛助会員のなつかしい？顔ぶれがあり自分自身として少し興奮していた心境

でした。 

髙谷会長の挨拶にはじまり、高嶋監事の乾杯の音頭によりなごやかに進行していきました。1 時間

経過すると余興もあり大いに盛り上がり、小林副会長の 1 丁締め（よぉー、パン）により閉幕となり

ました。 

普段の職場とは違う非日常空間は、楽しいひとときを過ごすことができ「新たな刺激を与えてくれ

る恰好の場だな」というのが年齢を重ねた 50 代の感想です。今の時代はインターネットやメディア

を通じて情報・知識を集めることができます。しかし本当に価値のある情報（秘匿情報を含め）は直

接、人に会って得るものだと改めて私は実感しました。 

皆様の見解はいかがでしょう？ 

これからも奈良県診療放射線技師会が「頼られる存在」であり、必要不可欠とされるために社会の

ために、医療のために、そして会員のために持続可能な組織体として機能することを切に願っており

ます。そのためのコミュニケーションのツールとしての親睦の場に、会員が足を運んで「貴重な情

報」をゲットして見ては、どうでしょう。 

最後になりましたが、世話役の方々にお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント参加記 
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「原子力災害時の放射線被ばくの防止に関する研修会」参加記 

 

(公財)天理よろづ相談所病院 

錦 一聡 

 

令和 6 年 3 月 2 日、奈良県広域消防組合 大和郡山消防署 4 階で開催された研修会に参加いたしま

した。今年の 1 月初めに「令和 6 年能登半島地震」が起こったこともあり、私自身今後の起こりう

る有事にどのような対応をとるべきなのか研修を通して学びたく臨みました。また、奈良県広域消防

組合との合同研修会でしたが、消防組合の方がとても多く参加され、原子力発電所で災害が起こった

場合の対応について関心を持たれている方が多いと感じました。 

講義内容は、放射線及び放射線が及ぼす人体への影響、放射線災害とはどのようなものなのか、放

射線測定器の取り扱い方法と種類、特性について学びました。また災害時の診療放射線技師に行うべ

き業務内容について確認しました。 

講義の内容を踏まえた実習もありました。コロナウイルスへの対応で 5 点防護での業務対応を日々

行っておりましたが、初めてタイベックスーツを着用しウイルスと被ばく汚染との装備の違いに驚き

ました。タイベックスーツでは、測定者への暴露がないように養生テープで補強し隙間を作らない工

夫がされておりました。粉塵が自身に付着しないよう大変気密性に優れておりました。しかし、その

性能の為、着用するとゴーグルが曇るなど視界が悪くなり、サーベイメータの測定では避難者の身体

のあらゆる面を決められた時間で測定する際にサーベイメータの数値が見にくいことや身体から

5mm から 10mm 離して測定することの難しさを感じました。有事の際には何万人もの方々が避難し

て来られ、1 日に数百人の方を測定することが想定され、体力や日々の訓練が必要だと思いました。 

リモートで行う研修が増えている中、今回のような実習型の研修会は普段の業務では知り合うこと

のない方々との交流もあり、今後の有事の際に円滑な関係を築けるのではないかと感じました。私

は、奈良県診療放射線技師会の中では教育委員として主にフレッシャーズセミナーや告示研修などの

事業を携わっておりますが、今回の研修会を踏まえ多職種の方々との連携の必要性ついて技師間でも

広く伝えられるよう今後も尽力して参りたいと思います。 

最後になりましたが、開催に際しご協力いただきました奈良県広域消防組合並びに奈良県診療放射

線技師会の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント参加記 
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安全委員会だより vol.10
 

 

持続血糖測定器をご存知ですか？ 

 
安全管理委員会委員 玉井 宏征 

香芝旭ヶ丘病院 勝山 治光  

 

皆さんは自己血糖測定器をご存知ですか？インスリンの自己注射をされている患者が、1 日 1～2

回血糖値を調べておられますが、それを測定する機械のことです。今でも広く使われている血糖測定

器は、指先に小さい針を刺して採取した血液をセンサーで読み取り測定するものです。毎回針で指先

を刺す痛みと手間があるのと、当たり前ですが測定したタイミングのみの血糖値しかわからない欠点

がありました。今回ご紹介する持続血糖測定器は、センサーを腕や腹部に取り付けると、24 時間持

続で血糖測定ができるのです。すなわち今までは毎回痛い思いをしていたのが、読み取り装置（リー

ダー）をかざすだけで、いつでも血糖値を知ることができるのです。  

 

 

        

「FreeStyle リブレ – アボット糖尿病関連製品サイト」より 

 

 

 

「FreeStyle リブレ アボット糖尿病      

関連製品サイト」より 

 

 

 

 

テルモ、持続血糖測定器「Dexcom  

G6 CGM システム」サイトより 

安全管理委員会より 
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従来では、持続血糖測定器の保険診療には一定の要件と施設基準の届出が必要でした。しかし、

2022 年 4 月より一部を除く各社の保険適応区分が追加され糖尿病の病型に関わらず、インスリン自

己注射を 1 日に 1 回以上行っている全ての方が保険診療下で利用が可能となりました。さらに、こ

れまで施設基準を満たせなかった医療機関においても、保険請求できるようになり病院だけでなくク

リニックでも処方が可能となったため測定器をつけられる患者が増えることになりました。また、各

社の持続血糖測定器には下記表にあるように、それぞれ特徴が異なるものが多く使用期間が 7〜14

日間、測定器(センサー)装着部位が腹部または上腕部、MRI 検査では禁忌であり X 線を用いる検査

ではシステムの性能に対する影響の評価がされていない等と記載があるため注意が必要となります。 

公益社団法人 日本糖尿病協会 製品ごとの取り扱い一覧リーフレット 

実際に当院であった事例では MRI 受検時に、問診で確認を行うも問題がなかったが入室直前に患

者本人より持続血糖測定器をつけていると申し出がありました。センサーの取り外しを行い受検する

ことも可能でありましたが、センサーの使用期間が短く受検するためにセンサーの取り外し・新しい

センサー装着となるとセンサー代の自己負担額が増えることが懸念されました。主治医に報告後、患

者の負担を最小限に抑えつつ限度使用期間に MRI 受検し新しいセンサーを装着することとなりまし

た。この事例があったことから、機器メーカによる看護師・臨床検査技師・放射線技師向けに勉強会

を行いました。当院で使用している MRI 用金属探知機ではセンサー自体を探知することが困難だと

いうことを知り MRI 問診票の見直しを行ったのちに公益社団法人 日本糖尿病協会から配布されて

いる「検査室前に掲示する患者向けポスター」を掲示し MRI 受検時には、問診の確認・ポスターを

見ていただき測定器の装着はありませんか？などと確認を行うようになりました。 

近年では医療技術の進歩により、放射線科とは関係のない機器が多く使用されることとなりまし

た。今回は、この機会を借りて、持続血糖測定器について会員の皆様に情報提供をさせていただき、

御施設の参考になれば幸いです。 

安全管理委員会より 

奈良県診療放射線技師会のホームページでは 

今号の鹿苑ニュースをカラー掲載しています。 

こちらの QR コードからでもご覧いただけます⇒ 
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2023 年度第 5 回定例理事会議事録 

日 時：2024 年 1 月 16 日(火) 19 時 02 分～20 時 18 分 

場 所：奈良県立医科大学 厳橿会館 特別会議室 

          〒634-8522 奈良県橿原市四条町 840 番地 

             電話：0744-22-3051（代） 

出席理事：髙谷英明、池口俊孝、小林勝宏、竹中智士、 

野儀明宏、日浦之和、秋山敬純、山田卓実、 

辻村恭平、細川倫之、玉井宏征、吉田真大、 

高田太輔、錦 一聡、古川卓也 

出席監事：水野吉将、髙嶋敏光 

 

会長挨拶：新年あけましておめでとうございます。旧年中

は事業開催にご尽力をいただき感謝申し上げ

ます。令和６年能登半島地震が北陸地方を襲い

時間の経過とともに甚大な被害状況が報告さ

れております。被災されました皆様に心からお

見舞い申し上げたいと思います。本年度も残す

所僅かとなりましたが、まだ控えている事業も

ございます。役員一同力を合わせてご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

定数確認（第 30 条） 

出席理事 15 名、出席監事 2 名 

定款 30 条により、理事会の成立が宣せられた。 

議事録作成人ならびに署名人の指名  

議     長（第 31 条）：髙谷英明 会長 

議  事  録  作  成  人 ：竹中智士常務理事 

議事録署名人（第 32 条）：水野吉将監事、髙嶋敏光監事 

 

Ⅰ.議案（報告事項）  

1. 会長報告 

⑴ 奈良県関係 

① 奈良県医療推進協議会役員会の開催 

⑵ 奈良県診療放射線技師会関係 

① 新年度の事業計画について 

② 次年度役員改正について 

③ 2024 年度通常総会について 

⑶ 日本診療放射線技師会関係 

① 業務委託契約書の提出完了 

② 近畿地域診療放射線技師会学術大会の開催 

2024.2.11 ホテルアバローム紀の国 

 

【質疑】 

辻村理事：近畿地域診療放射線技師会学術大会についてで

すが、奈放技のホームページでは案内がありま

せん。案内を出した方が事前登録の方が学術大

会の情報にアクセスし易いです。 

髙谷会長：リンクを貼る形で案内を出したいと思います。

また、info メールでも案内します。 

【審議事項】なし 

【他府県からの発刊物】 

（公社）日本診療放射線技師会   

日本診療放射線技師会誌  2023.12 Vol.70/No.855 

日本診療放射線技師会誌  2024. 1 Vol.70/No.856 

（公社）福島県診療放射線技師会 

福島放技ニュース 2023 VOL.197 

（公社）東京都診療放射線技師会 

東京放射線 2023年12月号 Vol.70 No.822 

            東京放射線 2024年 1月号 Vol.70 No.823 

（公社）神奈川県放射線技師会  かながわ放射線だより 

「KART」Vol.76 No.4  Nov.2023 307 

（公社）富山県診療放射線技師会 会報 VOL.104 2024 

（公社）静岡県放射線技師会 

SHIZUOKA JOURNAL  Vol.33 No2.2023 （通巻 218 号） 

（公社）愛知県診療放射線技師会 

愛知県診療放射線技師会誌 Vol.35 No.2 

（公社）福岡県診療放射線技師会 

福岡県診療放射線技師会誌 第 354 号 

（公社）大分県放射線技師会 

大分放射線 第 133 号 October 2023 

<近畿地域診療放射線技師会関係> 

【発刊物】 

（公社）京都府放射線技師会  

京放技ニュース  12/2023通算 763／1/2024  通算 764 

（公社）大阪府診療放射線技師会   大放技会報 No.353 

＜医療関連団体関係＞ 

【他団体からの発刊物】  

（一社）奈良県薬剤師会 NARA 第 197 号 2023 年 10 月 

（一社）奈良県臨床検査技師会 

奈臨技 ニュース No.354 DEC.2023 

千代田テクノル           FB News 2023  12 No.564 

                         FB News 2024   1 No.565 

奈良県 福祉だより         2023 No.563 

議事録 
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2. 副会長の活動報告 

（池口副会長） 

第 5回学術委員会 Web参加    2023年 12月 5日（火） 

診療放射線技師法改正に伴う告示研修（実技研修） 

奈良県立医科大学  2023 年 12 月 16 日（土）・17 日（日） 

（小林副会長） 

奈良県広域消防組合打合せ    2023 年 12 月 9 日（土） 

診療放射線技師法改正に伴う告示研修（実技研修） 

奈良県立医科大学  2023 年 12 月 16 日（土）・17 日（日） 

 

Ⅱ.常設委員会 

1． 総務関連事項（竹中智士常務理事） 

11 月 14 日から 1 月 9 日まで 

(1) 新入会員 2 件:：78739、78824 

(2) 退会 0 件 

(3) 転入 0 件 

(4) 転出 0 件 

(5) 異動 6 件 

(6) 新規施設登録 0 件 

(7) 施設情報変更 0 件 

(8) 賛助会員 2 件  

カイゲンファーマ株式会社 担当者変更 

富士電機株式会社 担当者変更 

(9) 慶事・弔事 2 件 

・慶事 0 件 ・弔事 2 件 

(10) 会員数                                  

（公社）奈良県診療放射線技師会正会員  452 名 

奈良県のみ 2 名含む 

（11 月 13 日 第 4 回定例理事会報告時  450 名） 

備考：公益社団法人日本診療放射線技師会関連 

奈良県会員  450名 仮会員4名 (1月9日現在） 

(11)イベント・カウント申請、完了 

① 申請 

1 月 6 日 2023 年度 奈良県診療放射線技師会 

県民公開講座（1/20） 

② 完了 

11 月 20 日 放射線フェスタⅡ （10/29） 

11 月 20 日 レントゲン週間イベント（11/3） 

12 月 15 日 第 26 回 奈良県 MR Conference 

特別講演会（12/9） 

 

(12)その他 

なし 

【質疑】なし 【審議事項】なし 

 

2. 財務関連事項（山田卓実財務委員長） 

中間報告 

【質疑】なし 【審議事項】なし 

 

3. 学術関連事項（細川倫之学術委員長） 

(1) 県民公開講座について  進捗報告 

開催日時：2024 年 1 月 20 日（土） 14 時～17 時 

開催場所：橿原市商工経済会館 7 階大ホール 

テ ー マ：「認知症」 

開催方法：ハイブリッド開催 

(現地+ウェビナー Live 配信) 

※オンデマンド配信なし 

会  費：無料 

予 算 案： 

議事録 
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現地参加予定人数：計 59 名 

県民 29 名  会員：7 名  関係者：23 名  

Web 参加予定人数：計 25 名 

県民 5 名 会員：18 名  非会員： 2 名 

総合計 84 名 1/9 現在 

(2) 奈ラーニング 2024 について 進捗報告 

開催日時：未定 

開催場所：奈良県立医科大学予定 

テ ー マ：未定 

開催方法：未定 

【質疑】 

辻村理事：県民公開講座の参加予定者が増えたのはどの 

ような広報をおこなったのですか。 

細川理事：橿原市の広報誌に載せていただいたのと、今 

まで来ていただいた方へのダイレクトメール

を送っていますが、そこからの問い合わせも 

増えています。また、ポスターを送っている 

橿原市の介護施設に直接電話でのご案内もし

ました。 

辻村理事：ではまだ増えそうですね。 

髙谷会長：市の広報誌への掲載は効果が高いですね。 

ありがとうございます。 

水野監事：予算案に挙がっている公益活動割引とはどの 

ようなものですか。 

細川理事：会場が公益事業目的の使用に対して割り引き 

を行っているものです。規定等がどのようにな 

っているか、詳細は分かりません。 

     今回の明細書に記載はなかったように思いま

すが、金額を考えると割り引かれているように

思います。 

山田理事：明細書の備考欄に大ホール公益活動割引と記 

載があります。推測ですが、公益法人に関して

は税金がかからないので、税金の関係ではない

かと思われます 

細川理事：以前は使用備品等で割引してもらいました。 

日浦理事：一度承認された予算に変更があり、再度予算 

案の審議が挙がっていますが。再度審議が必 

要でしょうか。タイミングによっては理事会 

に挙げられないことがあります。金額によっ 

て線引きするにしても基準が難しいです。 

山田理事：予算と決算がずれることはよくあることです。 

日浦理事：決算で予算のずれの説明があればよいのでは 

ないですか。 

髙谷会長：決算で報告してもらえばよいです。 

【審議事項】なし 

 

4. 教育関連事項（錦 一聡教育委員長） 

  (1) 日本診療放射線技師会関係 

①告示研修（実技研修） 

奈良県 2023.12.16 日/17 日(7・8 回目開催) 

 開催場所：奈良県立医科大学 

 開催日時： 

2023 年 12 月 16 日（土）9：00～18：00(7 回目) 

2023 年 12 月 17 日（日）9：00～18：00(8 回目) 

 定  員：48 名(計：96 名) 

 参 加 者：45/44(計：89 名) 

募集期間：2023 年 10 月 9 日～2023 年 12 月 1 日(金)

＊両日  (統一講習会受講者のみ募集期間 

開始日の 1 週間前より予約可能) 

  広   報：会員へのインフォメーションメール、 

ホームページ掲載予定 

JART への開催前申請書を開催４か月前の提出が必要。 

 

 

 

 

 

 

監督者(医師役)を野儀理事。 

議事録 
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静脈路講師を日浦理事。 

ファシリテータ：役割に関しては変更可能。 

        12/16  /  12/17    

   監督者   ：野儀理事（両日） 

   静脈路講師 ：日浦理事（両日） 

静脈    ：山田理事（両日） 

   静脈その他 ：小林副会長（両日） 

   静脈 RI   ：池口副会長（両日） 

   上部消化管 ：古川理事（両日） 

   下部消化管 ：辻村理事／髙谷会長 

   動脈    ：吉田理事（両日） 

   開催責任者 ：錦理事（両日） 

   スタッフ  ：髙谷会長／高田理事 

 決算 告示研修（実技研修）2023.12.16（7 回目） 

 

決算 告示研修（実技研修）2023.12.17（8 回目） 

 

※ファシリテータの負担軽減のため、今後の静脈路講

師を奈良県看護協会にお願いした。→ファシリテータ

8～9 人で開催できる予定。 

(2) 奈良県診療放射線技師会関係 

特記なし 

【質疑】なし 【審議事項】なし 

 

5. 広報関連事項（高田太輔広報委員長） 

(1) 鹿苑ニュース No.292 発行             

1 月 12 日入稿予定 1 月 21 日発送予定 

(2) 県民公開講座の案内（個人 188 通、県内 77 施設）  

作成・発送 

(3) 鹿苑ニュース No.293 発行準備：3 月発行予定 

巻頭言、イベント開催案内など（締切：2 月末） 

(4) クロネコ DM 便が令和 6 年 1 月 31 日に終了 

次号の鹿苑ニュース発送は、新サービス「クロネコ 

ゆうメール」を予定 

(5) ホームページ関連（秋山敬純ホームページ委員長） 

2023 年 11 月 27 日 

県民公開講座「認知症」開催のお知らせ  

2023 年 12 月 15 日 

第 27 回 近畿救急撮影セミナーのご案内 

2023 年 12 月 25 日 

新年情報交換会 開催のお知らせについて 

組織委員会 北・西地区懇話会 開催のご案内 

求人案内 掲載しました 

2023 年 12 月 28 日 

 近畿大学奈良病院 求人情報を削除しました。 

以上、掲載しました。（1 月 9 日現在） 

【質疑】なし 【審議事項】なし 

 

6. 福利厚生関連事項（玉井宏征福利厚生委員長） 

（1）2023 年度厚生事業について 

①第70回近畿地域診療放射線技師会野球大会（京都府） 

日 時：2023年10月15日（日曜日） 

天候不良のため中止 

②秋の厚生事業：ハイキング＆BBQ 

日 時：2023年11月5日（日曜日） 

会 場：天理駅より天理観光農園までのハイキング 

及び天理観光農園にてBBQ開催  

（2）新年情報交換会の開催について 

日 時：2024 年 1 月 20 日（土）18 時～20 時 

（受付開始 17 時 30 分～） 

会 場：活魚料理花惣八木店 

       〒634-0006 奈良県橿原市新賀町 199-1  

TEL 0744-24-3087 

会 費：会員 5,000 円（受益者負担） 

議事録 
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【質疑】 

髙谷会長：情報交換会の参加予定者数は現在どれくらい 

ですか。 

玉井理事：会員 23 名、賛助会員 6 名の合計 29 名です。 

髙谷会長：賛助会員の参加予定者が少ないですね。 

玉井理事：数社は直接来ていただいてお話をしました。 

ある会社では情報交換会という名称だと、詳細

に会社に報告をしなければならないため参加

できないというところがありました。今後名称

について検討します。 

髙谷会長：コロナ禍明けで、賛助会員の方の参加をお願 

いしたかったのですが、コンプライアンス等が

厳しくなっていますので、参加しやすい名目に

したいです。 

【審議事項】なし 

 

7. 安全管理関連事項（吉田真大安全管理委員長） 

(1) 医療安全(主担当：池口副会長) 

①医療安全ネットワーク会議 

12 月 20 日（水）14 時から開催 

「患者を誤認して移送、診察した事例」参加者なし。 

②医療安全の研修会について 

次回、懇話会（2024 年 2 月 9 日）に合同開催 

医療安全ネットワーク会議を参考に発表。 

(2) 原子力災害時対応（主担当：小林副会長） 

原子力災害時の放射線被ばくの防止に関する研修会 

について、2024年3月2日に消防と合同開催を目指す。 

鹿苑ニュースにて広報を掲載予定。 

 

(3) 災害対策・対応（主担当：葛和外部委員） 

災害が発生した際に、まずは被災状況を取りまとめるこ 

とができるように体制を作ることを目標とする。災害時 

に日放技から情報提供の依頼があった際、もしくは会長、

副会長が必要と判断した際に、会長、副会長、もしくは

安全管理委員長より info メールを使用し会員に被災状

況はないか確認メールを送る。 

(4) その他 

安全管理委員会だより Vol.10 を次回の鹿苑ニュースで 

掲載予定。 

【質疑】 

山田理事：研修会の参加費は取ってなかったですよね。 

小林副会長：非会員は取っています。 

山田理事：分かりました。 

【審議事項】 

原子力災害時の放射線被ばくの防止に関する研修会予算

案について             保留【0】反対【0】賛成【15】 

 

8. 組織関連事項（辻村恭平組織委員長） 

(1) 2023 年度北西地区懇話会 

開催日時：2024 年 2 月 9 日（金）19：00～20：30 

開催場所：なら 100 年会館 小ホール（現地開催のみ） 

開催内容：安全管理委員会とのコラボ第二弾 

「腎機能が低下している患者に造影剤を投与 

してしまった事例」 

座    長：辻村 

上記内容の事例を紹介してもらい、その事例 

に対して 4M の視点から要点を抽出して対 

策を検討する。ディスカッション方式とする。 

Wi-Fi 環境が整備されていない施設なので 

現地開催のみ。 

①当日準備開始時間について後日決定する。 

②ホワイトボード等の必要物品は、会場に確認済み。 

(2) その他 

  次年度予算書に関連して、各種イベント（放射線フェ

スタ等）は前年と 同様に進めていく方向。 

【質疑】 

髙谷会長：地区懇話会は年 2 回開催ですか。 

辻村理事：その形で進めています。以前は年 4 回開催して

いました。コロナの関係で 2 回になっていた

のですが、4 回開催するかについては組織委員

会で検討します。 

細川理事：現地開催のみとのことで、現在の参加者数は 

     わからないですか。 

辻村理事：現状ではわかりません。例年だと 20 名ほど 

です。 

山田理事：地区懇話会は公益目的事業です。事業計画では

各地区開催となっています。4 地区ありますの
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で、これを見ると年 4 回開催になると思いま

すが。 

髙谷会長：コロナ禍から合同になっています。 

山田理事：以前は費用があまり発生していませんでした。

コロナ禍から、会場費、講師費を発生する形で

開催していますので、公益事業費として 4 回

開催した方が、予算がしっかり取れると思いま

す。 

辻村理事：3 月までに決めないといけませんか。 

山田理事：3 月の決算を終えてから、次年度の予算を各 

委員会に振り分けます。その時点で 4 回か 2 回

か教えていただければ、配分を考えます。 

【審議事項】なし 

 

Ⅲ．特別委員会 

1. 創立 75 周年記念事業：報告事項なし 

2. 事務所移転に関する検討委員会：報告事項なし 

 

Ⅳ．常置委員会 

1. 定款改正委員会（水野吉将委員長）：報告事項なし 

2. 表彰委員会（小林勝宏委員長）：報告事項なし 

3. 海外交流委員長（池口俊孝委員長）：報告事項なし 

4. その他 

 線管理委員会 

貸出日：2023.11.22〜11.27 

機 種：電離箱 ICT(日立)         

    貸出先：会員施設（ひがみクリニック） 

 

Ⅴ．審議事項まとめ 

原子力災害時の放射線被ばくの防止に関する研修会予算

案について             保留【0】反対【0】賛成【15】 

 

Ⅵ．経過事項 

第 5 回学術委員会 奈良県立医科大学 教養第一講義室   

12月 5日（火） 

診療放射線技師法一部改正に伴う告示研修（実技研修） 

奈良県立医科大学 12月 16日（土）～17日（日） 

奈良県健康づくり財団 第 4 回臨時理事会         

12 月 14 日（木） 

 

 

奈良県医療推進協議会役員会  奈良県医師会館 

 12 月 14 日（木） 

第 5 回組織委員会  Web 会議    12 月 20 日（水） 

2023 年度第 5 回合同学術大会開催準備委員会             

1 月 6 日（日） 

 

Ⅶ．今後の予定 

2023 年度県民公開講座  橿原市商工経済会館 

 2024 年 1 月 20 日（土） 

奈良県診療放射線技師会新年親睦会      1 月 20 日（土） 

北・西地区懇話会 なら 100 年会館 小ホール 

2 月 9 日（金） 

原子力災害時の放射線被ばくの防止に関する研修会 

3 月 2 日（土） 

第 6 回定例理事会           3 月 19 日（火） 

2023 年度第 6 回合同学術大会開催準備委員会 

済生会中津病院 3 月 20 日（水） 

 

Ⅷ．次回理事会について  

次回理事会について  

2024 年 3 月 19 日（火）19 時 00 分～ 

場所 奈良県立医科大学 厳橿会館 特別会議室 

   2023 年度第 6 回定例理事会 

以上 

 

この議事が正確であることを証するために議長及び議事

録署名人は記名捺印する。 

 

2024 年 1 月 16 日(火) 

 

議       長  会長（代表理事） 髙谷 英明  印 

議事録署名人           水野 吉将  印 

髙嶋 敏光  印 

議事録作成人          竹中 智士  印 

 

奈良県橿原市兵部町 2 番 9 号フレガビル 4F 

公益社団法人 奈良県診療放射線技師会 
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